
ゆり、ga
旧帝 国大で脈 々 と続 けられ る寝技 中心 の柔道が ある。「 七帝

柔道」 といい、大宅壮一 ノ ンフ ィク シ ョン賞 な どを受賞 した評

伝「 本村政彦 はなぜ力道 山を殺 さなか ったのか」で紹介 され 、

知名度 を上 げた。 団体戦で引 き分 けを狙 う「 分 け役」 に徹 す る

など、戦 略を生 か して活躍で きるのが特徴だ。

知名度プップ、選手奮起

評
伝
の
筆
者
、
増
田
俊
也
さ

ん
も
腕
を
磨
い
た
北
海
道
大
の

武
道
場
。
７
月
上
旬
、
柔
道
部

の
練
習
が
始
ま
っ
て
か
ら
３０
分

後
、
寝
技
へ
の
移
行
を
指
示
す

る
森
本
千
誠
主
将
（２．
）
の
掛
け

声
が
響
く
。
約
３０
人
の
部
員
は

残
り
の
２
時
間
を
ひ
た
す
ら
寝

技
に
没
頭
し
、
練
習
後
も
技
の

研
究
の
た
め
、
輸
を
つ
く
る
。

七
帝
柔
道
は
、
明
治
後
期
か

ら
旧
制
高
校
な
ど
で
取
り
組
ま

れ
て
い
た
高
専
柔
道
が
起
源
。

戦
後
の
学
制
改
革
で
旧
制
高
校

が
消
滅
し
た
が
、
旧
帝
大
の
柔

道
部
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
ル
ー
ル
を
引

き
継
い
だ
。

五
輪
や
世
界
選
手
権
に
採
用

さ
れ
る
立
ち
技
中
心
の
国
際
柔

道
連
盟
（
Ｉ
Ｊ
Ｆ
）
ル
ー
ル
は
、

講
道
館
柔
道
の
流
れ
を
く
み
、

七
帝
柔
道
ル
ー
ル
と
大
き
く
異

な
る
。

七
帝
柔
道
ル
ー
ル
で
は
立
ち

技
も
あ
る
が
、
寝
技

へ
の

「
引

き
込
み
」
が
認
め
ら
れ
、
組
ん

で
す
ぐ
に
引
き
込
め
る
。
反
則

硬
技

へ
の

「
引
き
込
み
」
の
練
習

を
す
る
北
海
道
大
学
の
柔
道
部
員

た
ち
Ｈ
７
月
３
日
、
札
幌
市

や
負
傷
以
外
、

「
待
て
」
は
め
　
「自
分
よ
り
体
の
小
さ
い
選
手

っ
た
に
掛
か
ら
ず
、
試
合
で
は

に
も
負
け
て
し
ま
う
」

寝
技
の
攻
防
が
延
々
と
続
く
。
　
す
る
。

勝
ち
負
け
は

「
一
本
」
の
み
で

　

今
年
の
七
大
学
柔
道
大
会
に

決
し
、
そ
れ
以
外
は
引
き
分
け

分
け
役
で
出
場
し
た
が
、
結
果

に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
１
分
け
２
敗
。

引
き
込
み
を

各
校
が
総
決
算
と
位
置
付
け

駆
使
さ
れ
て
立
ち
技
が
満
足
に

る
の
が
毎
年
６
月
に
あ
る
全
国

使
え
ず
、
寝
技
で
は
歯
が
立

七
大
学
柔
道
優
勝
大
会
。
１
チ

な
か

っ
た
。

「寝
技
は

―
ム
ー５
人

の
勝
ち
抜
き
試
合

だ
か
ら
練
習
量
が
結
果
に

で
、
勝
ち
を
狙
う

「抜
き
役
」

し
や
す
い
。
奥
深
い
」
と
、
既
に

と
、

「
分
け
役
」
と
に
役
目
を

来
年
に
向
け
て
鍛
え
て
い
る
。

分
担
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
、
各
校
と
も
部
員
不
足

体
格
や
技
術
が
劣
る
部
員
で

が
深
刻
だ
。
こ
と
し
の
大
会
で

も
寝
技
を
集
中
的
に
練
習
す
る

名
古
屋
大
や
京
都
大
な
ど
は
選

こ
と
で
分
け
役
と
し
て
活
躍
で

手
登
録
枠
の
２０
人
を
満
た
せ
た

き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
逆
に

か

っ
た
。

高
校
時
代
ま
で
の
経
験
が
七
帝

　

そ

れ

で
も

森

本

主

将

は

柔
道
で
も
通
用
す
る
と
は
限
ら
　
「
（本
の
刊
行
で
）
モ
チ
ベ
ー

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ン
は
上
が

っ
て
い
る
。
体

北
大
柔
道
部
１
年
の
本
国
健

格
や
才
能
が
劣

っ
て
い
て
も
勝

太
さ
ん
（２０
）
は
高
校
時
代
に
神

機
を
見
い
だ
す
七
帝
柔
道
の
一

奈
川
県
大
会
の
９０
辞
以
下
級
で

統
を
つ
な
ぎ
た
い
」
と
誇
ら

ベ
ス
ト
・６
の
実
力
者
だ
が
、
　
げ
に
語
っ
た
。

日
中
感
情
、
過
去
最
悪
に

鞭
鋪
辮

「相
手
に
悪
印
象
」
９
割
共同世論調査

日
本
の
民
間
非
営
利
団

体

コ
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
は
５

日
、
日
本
と
中
国
で
６
～

７
月
に
中
国
英
字
紙
チ
ャ

イ
ナ

・
デ
ー
リ
ー
と
共
同

悪
印
象
の
主
な
理
由
に

は
日
中
と
も
領
土
を
め
ぐ

る
問
題
と
歴
史
問
題
が
挙

が
り
、
昨
年
９
月
の
日
本

政
府
に
よ
る
沖
縄
県

・
尖

良
く
な
い
印
象
の
理
由

（複
数
回
答
）
で
日
本
人

は
「
尖
閣
を
め
ぐ
る
対
立
」

が
ト

ッ
プ
で
５３

・
２
％
。

「
歴
史
問
題
な
ど
で
の
日

中
国
人
は

「
日
本
が
釣

魚
島
の
領
土
紛
争
を
引
き

起
こ
し
、
強
硬
な
態
度
を

取
っ
て
い
る
か
ら
」
が
７７

●
６
％
で
、

「
歴
史
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
謝
罪
し
、

反
省
し
て
い
な
い
か
ら
」

が
６３

・
８
％
。

日
中
関
係
に

つ
い
て

「
悪
い
」
と
答
え
た
日
本

３
が
増
の
９０

。
３
％
。

た

だ
日
中
関
係
が

「重
要
」

と
答
え
た
人

の
割
合
は

双
方
と
も
７
割
を
超

え

た
。ま

た
日
中
間
に
領
土
間

題
は

「
存
在
す
る
」
と
答

え
た
日
本
人
は
前
年
と
変

わ
ら
ず
６２

・
７
％
で
、
中

国
人
は
８２

。
２
％
で
２２

・

思
う
か
質
問
。
「
起
き
る
」

と
回
答
し
た
の
は
日
本
人

が
２３

・
７
％
に
対
し
、
中

国
人
は
５２
・
７
％
だ

っ
た
。

調
査
は
日
本
人
千
人
、

中
国
人
１
５
４
０
人
を
対

象
に
実
施
し
た
。
別
に
両

国
の
有
識
者
に
も
調
査
し

た
。
（共
同
Ｈ
木
梨
孝
亮
）

最
低
賃
金
、大
詰
め
の
協
議

あ
盛
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上
げ
幅
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台
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